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され,hlbbard がさらに発聖 二誓 o当時,当然のことな8b)'き Io)iB伝導の
問薩,tKとの方法が適用されたo 最近,この方法で人々 は And-
erson mod:的 を詳細に調べている｡また,S-a.exchange moael∵にも
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(2.5)
こヱで, C加 は pJIOCh状態 奴にある spin-0の電子を消す operator,
C左Oは作る operator,e底は bandエネルギーで,以下,エネルギーの原




Z- Z｡く TT eXP ト f d･T Hl(I)〕> (2.4)
0
ZDは Hoに対する分配関数, <･･･ ･･> は Hoに関しての熱的平均値,
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lomb相互作用をもつ系り分配関数が,rand-om を㌻体の potentiaユ fieユd-
(あ争いは ma壷netic field)をもつ系の分配関数の Ciauss (汎関数)平均
で置き換え られたことに恵るO
§5 Z(Ⅹ,y,Z)の計算
一体の相互作用 (2･7)を次の ようにか く,













Z(Ⅹ,y,Z)を計算するために coupling constant )を導入し,これを




Z(Ⅹ,y,Z)- zo exp ト f d-スf d･T
0 0
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こ.こに,､G-reen関数
cT最!).(I,丁′)ニー く TT C射 (で)C妄′T(T′)LiB>/<Ld>
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ここに, 鶴 (T)は第 0次の Green関数である｡ FourieT変換,
塩 (T) -p-1芝n g.OAK(伽｡ )e~'lWnT,
u･q(I ) -β一悠 nuq(ynl a" .VnT,
などをほどこせば,(5･5)'(516･)式は形式的に解けて次のよう丁に覆る｡
G,i.㌔ 〔.す 2K招 顎 KigS^vAさて'項 描 K招 , (5･7)
'9言- β K; 9言 ,
K}-〔- げ 19言護持l･軍)ド ,
0
これらの式は matrix formであって,例えば,
(G皇↑)汝,wn;汝,W 去 - 鶴 ′l(Wn,以i) ,



















Z(Ⅹ･y,i),(5･10)は Ⅹ 喝( yn), y喝(リn),
uQ (yn)+u 竺｡(-yn)の形でのみ含んでいるo
vq(yn)- C〔Ⅹq(yn )+yq(ynl〕 ,
･蒜(リn)- C〔Ⅹ昭(リnト yq(リn)〕､,





wi(ynう-H i〔u｡(ynー 瑞 (-yn)〕 ,
I
をか こをえば , vd(ynlおよびW晶(yn)についての軽舟は直ちに実行できて･
(5.12)式は
Z-I-J7 82(鷲 - 盈 ',喝'n
方
×exp巨 詔 轟 f･n〔閥 yn)よ2+酔 nH2n
×Z(柄 (リn),W調(un号) (5.15)
となる｡ Z‖vq(yn),wq(yn巾 は (5･10)式に与えられているものであるo
(5.15)式は exa･ctである｡ 窮極の目的はこの式から自発磁化の出現と浴
う協力現象を導 くことであるが,この式を厳密にとりあつか うことは困難であ
るo まず,yn-口の成分のみを残す近似 - staticapproximation- が
考え られるO この近似は,11ユbbardLmod_e)1の場合にも,U-Oの篠限および











(5･15)式で ranaom potontialの博 聞お よび空間平 均値 ,即 ち
vq-O(yn-o)･wQ-D(リn-0)のみを残し,偽の成分は無視するo これらをvo,フ
woと書けば,(5･15)式は
･Z-f82(義 ,8(義 )exp卜2&｡vol2･wo2," a(vo,wo)I
(4.1)
と夜るO ここに･zm(vo,･wo)紘 (5･1甘 式で vo,woのみを考潰して次の
ようにとられたものである,
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(4.4)















§5 帯 磁 率
x- ♂-Yt∂2log Z/∂h2-h-0 0
(4.6)
(5.1)




x-管 - 02-- - .,, (5･2)
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前 節 の意味で の 分 子場近飢 即ち vo,W.だけ残すことにすれば,(5･5)
式 は ,
≪ w喜>> 三 ≪ E㌔ >
- (zh-0,-1空 香 ff4exp(草 2,ZA-0(E.) , (5･4)






§･6 あ と が き
これまで,縮退のないJ単一のエネルギー帯に対する Hut畑ard.mod.elをレ､●
わゆる flnCもional in七egralの方法で調べてきた｡実際の遷移金属に対し
ては multiorbital-band.mod_elで考える必要があろ う｡ §4で議論され
た分子場近似を改良するために､,rafld.ompotentialの･空間,時間的を flu-
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